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５月５月
臨時会臨時会

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
令
和
２
年
度
牧
之
原
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
））

牧
之
原
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
へ
の
主
な
質
疑

議
案
へ
の
主
な
質
疑

９
５
０
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算
額
を

２
１
４
億
７
７
０
０
万
円
と
す
る
も

の
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
う
ち
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
、

ま
た
は
感
染
の
疑
い
に
よ
り
休
業
し
た

給
与
所
得
者
を
対
象
に
、
傷
病
手
当
金

の
支
給
を
行
う
も
の
。

「
給
与
等
」
の
対
象
範
囲
は

青
色
申
告
に
お
い
て
個
人
事
業

主
が
生
活
費
の
た
め
に
自
身
へ

と
拠
出
す
る
場
合
は「
事
業
主
貸
」と
い

う
勘
定
科
目
と
し
て
計
上
す
る
が
、
今

回
の「
給
与
等
」に
は
含
ま
れ
な
い
の
か

所
得
税
法
第
28
条
第
１
項
に
規

定
す
る「
給
与
等
」で
あ
り
該
当

し
な
い
。

問答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
連
議
案
に
質
疑
が
集
中
！

自
粛
要
請
期
間
の
延
長
は

陽
性
の
場
合
の
み
対
象
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
協

力
金（
商
工
費
）�

９
３
０
０
万
円
増
額

自
粛
要
請
協
力
金
に
よ
り
影
響

が
大
き
い
宿
泊
、
飲
食
業
な
ど

の
小
規
模
事
業
者
は
一
時
の
安
心
感
を

得
た
。
７
日
以
降
も
自
粛
要
請
期
間
の

延
長
を
す
る
市
町
が
あ
る
が

感
染
の
恐
れ
の
あ
る
県
境
市
町

と
の
違
い
で
あ
る
。
中
部
５
市

２
町
で
一
体
と
な
っ
て
感
染
防
止
に
努

め
て
い
く
。

労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
３

日
を
経
過
し
た
日
か
ら
対
象
に
な
る
が
、

検
査
を
し
て
陽
性
で
な
い
と
対
象
に
な

ら
な
い
の
か

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
し
た
結
果
が
陰

性
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
感
染

の
疑
い
が
持
た
れ
た
場
合
は
支
給
の
対

象
と
な
る
。

パ
ト
ロ
ー
ル
回
数
や
頻
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

協
力
金（
土
木
費
）　

２
０
０
万
円
増
額

海
岸
パ
ト
ロ
ー
ル
に
対
し
、
支

払
わ
れ
る
と
さ
れ
る
海
岸
陸
閘

閉
鎖
協
力
金
だ
が
、
そ
の
回
数
や
頻
度
、

ま
た
実
績
報
告
書
は

４
月
18
日
以
降
、
毎
日
朝
・
晩

と
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
。

今
後
は
パ
ト
ロ
ー
ル
状
況
な
ど
報
告
書

の
作
成
、
提
出
を
お
願
い
す
る
。

答

答

問

問

検査結果に関係なく該当者には
傷病手当金が支給される

市
の
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
特
別
定
額
給
付
金

令
和
２
年
度
牧
之
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

46
億
９
６
３
９
万
円
を
増
額
し
、
予
算

額
を
２
６
１
億
７
３
３
９
万
円
と
す
る

も
の
。

特
別
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

特
別
定
額
給
付
金
事
業
費

45
億
７
２
８
０
万
８
０
０
０
円
増
額

※
Ｄ
Ｖ
に
限
ら
ず
離
婚
は
し
て

い
な
い
が
、
別
居
し
て
い
る
人

へ
の
支
給
は

あ
く
ま
で
も「
Ｄ
Ｖ
等
避
難
者
」

と
し
て
の
確
認
が
で
き
な
け
れ

ば
個
別
支
給
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

「
Ｄ
Ｖ
等
避
難
者
」の
給
付
金
が

先
に
世
帯
主
に
支
給
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
場
合
の
対
応
は

世
帯
主
へ
の
支
給
後
に
確
認
が

で
き
た
場
合
で
も
個
別
支
給
が

可
能
。
対
象
者
へ
の
支
給
手
続
き
を
進

め
る
と
と
も
に
先
に
支
給
し
た
世
帯
主

に
は
返
還
を
求
め
て
い
く
。

※
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

配
偶
者
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、
ま
た

は
あ
っ
た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に

避
難
し
て
い
る
方
は
、
差
し
替

え
申
出
期
間
４
月
30
日
を
過
ぎ
て
も
申

請
で
き
る
が
い
つ
ま
で
か

Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
避
難
さ
れ
て

い
る
場
合
、
そ
の
世
帯
を
抜
き

出
し
２
つ
に
分
け
て
作
り
変
え
る
が
作

業
は
５
月
15
日
ま
で
と
考
え
る
。

自
粛
要
請
で
、
宿
泊
業
や
お
茶
、

花
、
メ
ロ
ン
農
家
な
ど
が
大
変

困
っ
て
い
る
。
全
国
民
に
10
万
円
が
給

付
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
特
産
品
を
ふ
る

さ
と
納
税
で
発
信
す
べ
き

早
急
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
対
策

会
議
で
し
っ
か
り
検
討
し
発
信

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

答

答

答

答

問

問

問

問

マ
ス
ク
の
品
質
は
問
題
な
い
か

消
毒
液
は
不
足
し
な
い
か

営
農
者
へ
の
補
助
金
の
支
給
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
費

６
５
９
万
２
０
０
０
円
増
額　

等

マ
ス
ク
の
粗
悪
品
が
か
な
り
流

通
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
市
の

購
入
す
る
マ
ス
ク
の
質
と
ル
ー
ト
は
大

丈
夫
か

粗
悪
品
が
出
た
場
合
に
は
返
品

等
で
き
る
よ
う
な
対
応
と
と
も

に
、
身
近
で
し
っ
か
り
と
し
た
と
こ
ろ

か
ら
購
入
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

妊
婦
に
な
ぜ
不
繊
布
マ
ス
ク
で

は
な
く
布
マ
ス
ク
を
配
布
す
る

の
か

社
会
教
育
費１

０
９
万
１
０
０
０
円
増
額

学
校
だ
け
で
な
く
社
会
教
育
施

設
も
今
後
開
放
さ
れ
て
い
く
と

人
の
出
入
り
も
激
し
く
な
り
、
か
な
り

消
費
す
る
と
思
わ
れ
る
が
大
丈
夫
か

そ
の
他
の
施
設
用
に
市
で
購
入

す
る
も
の
も
あ
る
の
で
、
入
手

先
の
確
保
に
つ
い
て
庁
内
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

牧
之
原
市
茶
業
振
興
協
議
会
補
助
金

１
０
０
７
万
円
増
額

個
々
に
営
農
さ
れ
て
い
る
方
に

ダ
イ
レ
ク
ト
な
支
援
は
検
討
さ

れ
な
か
っ
た
の
か

今
回
の
補
助
金
に
関
し
て
は
、

販
売
促
進
に
よ
る
全
体
の
底
上

げ
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
り
、
苦
戦
す
る

新
茶
商
戦
に
向
け
、
茶
振
協
と
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
進
め
る
。

答

答

答

答

問

問

問問

答 問
用
語
解
説

布
マ
ス
ク
の
方
が
手
に
入
り
や

す
か
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は

十
分
で
は
な
い
の
で
、
不
繊
布
マ
ス
ク

も
一
人
20
枚
ほ
ど
併
せ
て
配
布
の
準
備

を
し
て
い
る
。
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生
活
困
窮
者
か
ら
の
相
談
は

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
低

所
得
者
や
生
活
困
窮
者
か
ら
の

相
談
・
支
援
状
況
は
ど
う
か

４
月
末
で
市
や
社
会
福
祉
協
議

会
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
計
58
件

で
あ
る
。
食
べ
物
に
困
っ
て
い
る
場
合

は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
紹
介
、
住
居
退
去

等
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
住
宅
確

保
資
金
等
の
説
明
を
し
て
い
る
。
ま
た

緊
急
交
付
資
金
の
貸
し
付
け
も
あ
り
、

手
続
き
は
社
協
で
行
っ
て
い
る
。

問答

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
牧
之
原
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
牧
之
原
市
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

そ
の
他
の
議
案
へ
の
質
疑

そ
の
他
の
議
案
へ
の
質
疑

固
定
資
産
に
お
い
て
所
有
者
が
不
明
な

場
合
に
使
用
者
を
所
有
者
と
み
な
す
制

度
の
拡
大
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
に
対
す

る
税
制
上
の
措
置
や
寡
婦
（
寡
夫
）
控

除
の
見
直
し
等
を
行
う
も
の
。

国
民
健
康
保
険
税
に
か
か
る
課
税
限
度

額
お
よ
び
軽
減
判
定
所
得
額
の
変
更
を

行
う
も
の
。

土
地
へ
の
課
税
範
囲
は

中
間
所
得
層
の
所
得
は

保
険
税
負
担
の
公
平
性
は

滞
納
状
況
は

固
定
資
産
の
所
有
者
が
明
ら
か

で
な
い
場
合
、
使
用
者
を
所
有

者
と
み
な
し
課
税
を
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
例
え
ば
隣
接
地
か
ら
の
通
行
に
使

用
す
る
際
、
課
税
は
そ
の
土
地
す
べ
て

に
か
か
る
の
か

接
道
要
件
も
含
め
判
断
し
、
使

用
の
度
合
い
に
よ
る
課
税
と
な

る
。

課
税
限
度
額
を
引
き
上
げ
る
国

の
趣
旨
は
中
間
所
得
層
の
負
担

感
を
軽
減
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
中

間
所
得
層
の
所
得
金
額
の
範
囲
は

所
得
範
囲
と
し
て
は
２
０
０
万

円
程
度
の
方
を
想
定
し
て
い
る
。

軽
減
の
対
象
世
帯
は
３
０
５
３
世
帯
で

全
体
の
46
・
６
％
と
な
る
。

保
険
税
負
担
を
公
平
化
す
る

た
め
賦
課
限
度
額
を
引
き
上

げ
、賦
課
限
度
額
該
当
世
帯
割
合
が
１
・

５
％
に
近
づ
く
よ
う
に
す
る
も
の
。
市

の
現
状
は
ど
う
か

現
状
で
は
そ
れ
が
２
・
４
％
と

少
し
公
平
性
に
欠
け
て
い
る
部

分
は
あ
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
国
の

改
正
や
県
、
広
域
化
の
課
題
等
も
含
め

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

滞
納
額
は
５
年
前
と
比
較
し
て

ど
う
か

平
成
30
年
度
は
２
億
３
８
０
０

万
円
、
そ
の
５
年
前
の
平
成
26

年
度
が
３
億
３
０
０
０
万
円
で
減
少
し

て
い
る
。
滞
納
整
理
機
構
へ
の
移
管
に

よ
る
収
納
率
の
向
上
、
被
保
険
者
数
の

減
少
が
要
因
と
考
え
て
い
る
。

問

問

問

問

答

答

答

答

〜議決結果と概要〜
・５月臨時会（全て全会一致）

件　　　　　名 結果 概　　　　　要

専
決
処
分

専決処分の承認を求めることについて（牧之原市消防団員等
公務災害補償条例の一部を改正する条例） 承認 消防団員等の公務災害時における損害補償の補償基礎額および法定利率につ

いて改正するもの。

専決処分の承認を求めることについて（牧之原市税条例等の
一部を改正する条例） 承認 固定資産において所有者が不明な場合に使用者を所有者とみなす制度の拡大、

未婚のひとり親に対する税制上の措置や寡婦（寡夫）控除の見直し等を行うもの。

専決処分の承認を求めることについて（牧之原市国民健康保
険税条例の一部を改正する条例） 承認 国民健康保険税にかかる課税限度額および軽減判定所得額の変更を行うもの。

専決処分の承認を求めることについて（令和２年度牧之原市
一般会計補正予算（第２号）） 承認 9,500万円を増額し、予算額を214億7,700万円とするもの。

条
例
改
正

牧之原市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 可決 後期高齢者医療被保険者のうち新型コロナウイルス感染症に感染し、または感
染の疑いにより休業した給与所得者を対象に、傷病手当金の支給を行うもの。

牧之原市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 国民健康保険被保険者のうち新型コロナウイルス感染症に感染し、または感
染の疑いにより休業した給与所得者を対象に、傷病手当金の支給を行うもの。

補
正
予
算

令和２年度牧之原市一般会計補正予算（第３号） 可決 46億9,639万円を増額し、予算額を261億7,339万円とするもの。

令和２年度牧之原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 480万円を増額し、予算額を50億3,057万1,000円とするもの。

・６月定例会（全て全会一致）
件　　　　　名 結果 概　　　　　要

報
告

令和元年度牧之原市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告に
ついて 報告 9億8,194万1,000円を令和2年度に繰り越すもの。

専決処分の報告について 報告 令和2年4月に発生した市道の陥没により発生した事故に対して損害賠償の額
を定め和解したもの。

条
例
改
正

牧之原市行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

可決
県の補助金交付要綱の名称が変更になったことにより市の補助金交付要綱の名
称も変更することに伴い、条例に規定されている補助金交付要綱の名称を改正
するもの。

牧之原市手数料条例の一部を改正する条例 可決 個人番号を通知する「通知カード」が廃止されることに伴い、「通知カード」
の再発行にかかる手数料の規定を削除するもの。

牧之原市税条例の一部を改正する条例 可決
新型コロナウイルス感染症等の影響に対応するため法律が改正されたことに伴
い、事業用家屋および償却資産にかかる固定資産税等の軽減措置等の特例措置
について規定するもの。

牧之原市介護保険条例の一部を改正する条例 可決 第1号被保険者の保険料率のうち第1段階から第3段階の保険料率および新型コ
ロナウイルス感染症の影響による保険料を減免することについて改正するもの。

条
例

制
定

牧之原市地区計画等の案の作成手続に関する条例の制定につ
いて 可決 市が地区計画等の原案を提出する方法や原案に対する意見の提出方法など、

地区計画等の原案を提示する際に必要な事項について規定するもの。

補
正
予
算

令和２年度牧之原市一般会計補正予算（第４号） 可決 3,375万8,000円を減額し、予算額を261億3,963万2,000円とするもの。

令和２年度牧之原市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 低所得者の保険料を軽減することによる保険料収入の減額に伴い、これを補
填するため一般会計繰入金を増額するもの。（予算額の増減はなし）

令和２年度牧之原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第
１号） 可決 92万4,000円を増額し、予算額を1,530万円とするもの。

令和２年度牧之原市一般会計補正予算（第５号） 可決 5億1,642万3,000円を増額し、予算額を266億5,605万5,000円とするもの。

・６月定例会（６月11日表決分）

〇 ：賛成 結果
鈴
木
長

濵

﨑

原

口

吉

田

平

口

藤

野

名

波

植

田

村

田

良

知

澤

田

鈴
木
千

太

田

大

石

大

井

中

野
概　　　　　要

人
事 固定資産評価員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 固定資産評価員として固定資産評価を所管する市民生活

部長を選任するもの。

※表中の「欠」は、事前の届け出なく欠席したため表決に加わっていないことを表しています。（この件については、本会議場にて謝罪をしております。）

コロナ禍により相談が増えている福祉部門
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６月６月
定例会定例会

牧
之
原
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

牧
之
原
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

牧
之
原
市
地
区
計
画
等
の
案
の
作
成

手
続
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

返
戻
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド
の
対
応
は

主
た
る
生
計
維
持
者
と
は

条
例
の
目
的
や
対
象
と
す
る
地
域
は

個
人
番
号
が
変
更
と
な
る
場
合
は

議
案
へ
の
主
な
質
疑

議
案
へ
の
主
な
質
疑

個
人
番
号
を
通
知
す
る「
通
知
カ
ー
ド
」

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、「
通
知

カ
ー
ド
」
の
再
発
行
に
か
か
る
手
数
料

の
規
定
を
削
除
す
る
も
の
。

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
率
の
う
ち

第
１
段
階
か
ら
第
３
段
階
の
保
険
料
率

お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
保
険
料
を
減
免
す
る
こ

と
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
。

市
が
地
区
計
画
等
の
原
案
を
提
出
す
る

方
法
や
原
案
に
対
す
る
意
見
の
提
出
方

法
な
ど
、
地
区
計
画
等
の
原
案
を
提
示

す
る
際
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
規
定

す
る
も
の
。

３
３
７
５
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し
、

予
算
額
を
２
６
１
億
３
９
６
３
万
２
０

０
０
円
と
す
る
も
の
。

通
知
カ
ー
ド
の
再
交
付
と
い
う

事
務
手
続
き
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
が
、
送
付
時
に
受
け
取
り
拒

否
を
さ
れ
た
分
は
ど
う
す
る
の
か

総
務
省
か
ら
は
、
返
戻
さ
れ
た

通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て
可
能
な

限
り
保
管
す
る
よ
う
依
頼
が
あ
る
。
現

在
51
通
保
管
し
て
い
る
。

対
象
保
険
料
額
を
求
め
る
算
定

式
に
あ
っ
て「
第
１
号
被
保
険

者
の
属
す
る
世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持

者
」と
の
記
述
が
あ
る
が
１
人
と
の
理

解
で
よ
い
か

公
的
制
度
の
受
給
資
格
の
認
定

の
際
に
は
い
ず
れ
も「
恒
常
的

に
所
得
等
の
高
い
方
１
人
」と
し
て
い

る
。

条
例
の
目
的
や
対
象
と
す
る
地

域
は

都
市
計
画
法
の
改
正
に
よ
り
Ｉ

Ｃ
北
側
開
発
区
域
等
、
ま
ち
づ

く
り
や
都
市
計
画
内
で
の
住
環
境
改
善

の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
。
今
後
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
用
途
指
定
と

地
区
計
画
を
セ
ッ
ト
で
策
定
す
る
。

漏
え
い
等
に
よ
り
個
人
番
号
が

変
更
と
な
る
場
合
、
新
た
な
番

号
は
ど
の
よ
う
な
形
で
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
か新

た
な
番
号
は「
個
人
番
号
通

知
」に
よ
り
本
人
に
通
知
す
る
。

こ
の
通
知
は
個
人
番
号
の
証
明
書
に
は

な
ら
な
い
た
め
、
証
明
書
と
し
て
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号

入
り
の
住
民
票
を
取
得
す
る
必
要
が
あ

る
。

問

問

問

問

答

答

答

答

議
案
へ
の
質
疑
を
チ
ェ
ッ
ク
！

重
要
案
件
の
議
会
へ
の

情
報
提
供
に
つ
い
て

今
回
の「
宿
泊
助
成
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」に
関
し
て
は
、
議
会
へ

の
情
報
提
供
や
予
算
案
の
計
上
す
ら
な

い
段
階
で
の
報
道
で
あ
っ
た

報
道
へ
は
、
あ
く
ま
で「
議
会

の
議
決
を
経
て
か
ら
の
こ
と
」

と
お
伝
え
し
た
が
、
あ
た
か
も
決
定
事

項
の
よ
う
な
伝
わ
り
方
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
重
要
案

件
に
つ
い
て
は
議
会
と
の
意
見
交
換
の

場
や
お
知
ら
せ
す
る
場
を
設
け
て
い
く
。

早
期
に
上
程
す
る
よ
う
調
整
を

し
て
き
た
が
、
指
定
管
理
者
と

の
協
議
が
平
行
線
で
ま
と
ま
ら
な
い
状

況
で
あ
る
の
で
、
最
後
は
市
長
と
し
て

出
向
き
調
整
を
す
る
覚
悟
で
い
る
。

問答 市
政
に
対
す
る

市
政
に
対
す
る

　
　
　

　
　
　

  

総
括
的
な
質
疑

総
括
的
な
質
疑

子
生
れ
温
泉
会
館
に
つ
い
て

宿
泊
施
設
へ
の
支
援
に
つ
い
て

海
岸
駐
車
場
に
つ
い
て

令
和
元
年
６
月
定
例
会
に
お
い

て
全
会
一
致
で
否
決
と
な
っ
た

「
さ
が
ら
子
生
れ
温
泉
会
館
条
例
の
一

部
改
正
」に
つ
い
て
、
令
和
２
年
２
月

定
例
会
で
指
摘
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

今
定
例
会
に
も
上
程
さ
れ
な
か
っ
た
。

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
い
の
か

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
へ

の
協
力
金
10
万
円
に
対
し
民
宿

や
宿
泊
施
設
へ
の
支
援
は
。
ま
た
、
ま

き
の
は
ら
産
業
・
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
は
こ
の
時
期
は
土
日
も
営
業
し
、
コ

ロ
ナ
禍
の
相
談
に
も
乗
る
べ
き
で
は
な

い
か

宿
泊
助
成
も
含
め
た
通
年
型
の

観
光
等
、
ま
き
の
は
ら
産
業
・

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
い

ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
き
た

い
。

地
頭
方
漁
港
内
で
死
亡
者
が
出

た
が
、
規
制
さ
れ
た
中
に
入
り

込
ん
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
港
内
の
安
全

性
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

事
故
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
認
し

て
い
る
が
具
体
的
状
況
ま
で
は

把
握
し
て
い
な
い
。
事
故
の
背
景
に
課

題
が
あ
れ
ば
、
そ
の
課
題
に
つ
い
て
措

置
を
講
じ
て
い
く
。

問

問

問

答答

答補正予算の審査補正予算の審査６月定例会６月定例会

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

修
繕
の
内
容
は

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

９
２
万
４
０
０
０
円
増
額

農
業
集
落
排
水
施
設
の
緊
急
修

繕
の
た
め
の
繰
り
出
し
だ
が
、

修
繕
の
内
容
は

３
月
末
に
下
水
道
管
の
異
物
を

取
り
除
く
機
械
で
あ
る
破
砕
機

が
故
障
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

緊
急
の
修
繕
が
必
要
だ
っ
た
た
め
流
用

に
よ
り
対
応
し
た
こ
と
か
ら
、
不
足
す

る
分
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
金

で
補
填
す
る
。

問答

・川崎コミュニティセンター等の空調設備改修
・ロタワクチン定期予防接種に伴う委託料
・市税還付金等（新型コロナウイルス関係）
・地域応援プレミアム商品券（新型コロナウイルス関係）
・避難所の間仕切り購入（新型コロナウイルス関係）

○今回の補正予算の主な内容

廃止となる「通知カード」

地区計画を定める
ＩＣ北側開発区域修繕を行った「笠名処理施設」
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当
初
予
定
し
て
い
た
金
額
は

完
成
時
期
は
い
つ
か

大
幅
な
減
額
の
理
由
は

還
付
の
対
象
と
な
る
企
業
は

事
業
の
内
容
と
増
額
の
内
訳
は

す
べ
て
の
避
難
所
が
対
象
か

助
成
対
象
区
域
の
選
定
理
由
は

高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

35
万
８
０
０
０
円
増
額

介
護
事
業
所
に
お
け
る
非
常
用

自
家
発
電
機
の
整
備
に
か
か
る

費
用
の
増
額
と
の
こ
と
だ
が
、
当
初
予

定
し
て
い
た
額
は

当
初
は
４
２
６
万
２
０
０
０
円

を
予
定
。
発
電
機
お
よ
び
そ
の

土
台
、
施
工
請
負
費
が
増
額
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
る
。

公
民
館
管
理
運
営
費

２
９
２
万
１
０
０
０
円
増
額

萩
間
公
民
館
会
議
室
の
空
調
設

備
改
修
と
の
こ
と
だ
が
、
完
成

は
い
つ
か既

設
の
エ
ア
コ
ン
自
体
が
特
殊

な
も
の
で
あ
り
、
部
品
の
調
達

に
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
８
月
中
の

完
成
を
見
込
ん
で
い
る
。

猛
暑
が
予
想
さ
れ
る
が
、
な
ぜ

当
初
予
算
に
計
上
し
な
か
っ
た

の
か

今
年
度
に
入
り
多
目
的
ホ
ー
ル

と
和
室
の
空
調
設
備
が
故
障
し

た
た
め
、
こ
の
時
期
で
の
対
応
と
な
っ

た
。

道
路
ス
ト
ッ
ク
補
修
支
援
事
業
費

８
６
３
０
万
８
０
０
０
円
減
額

必
要
に
迫
ら
れ
て
の
事
業
計
画

と
思
わ
れ
る
が
、
か
な
り
大
幅

な
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
ど
う
い
っ
た

理
由
に
よ
る
も
の
な
の
か

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
と

し
て
国
へ
要
望
し
た
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
審
査
に
基
づ
き
減
額
の
交
付
決

定
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

賦
課
徴
収
費

　
　
　
　

３
億
５
０
０
０
万
円
増
額

法
人
市
民
税
の
還
付
の
た
め
の

増
額
だ
が
、
こ
の
補
正
額
で
足

り
る
の
か昨

年
の
予
定
納
税
額
は
約
４
億

８
０
０
０
万
円
だ
が
、
す
べ
て

の
業
者
に
全
額
還
付
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
現
時
点
で
わ
か
っ
て
い
る
還
付
額

と
そ
れ
を
除
い
た
今
後
の
還
付
割
合
を

予
定
納
税
額
の
約
50
％
と
見
込
ん
で
計

上
し
て
い
る
。

還
付
対
象
と
な
る
企
業
の
職
種

や
数
は

職
種
に
つ
い
て
は
自
動
車
関
連

業
、
運
送
業
、
宿
泊
業
が
多
い
。

予
定
納
税
を
し
て
い
る
企
業
が
２
７
４

社
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
申
告
が
済
ん
で

い
る
企
業
を
除
い
た
１
３
６
社
が
今
回

の
対
象
と
な
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
費

　
　

１
０
８
５
万
５
０
０
０
円
増
額

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の

内
容
は

社
協
に
委
託
し
て
い
る
事
業
で
、

生
活
保
護
に
至
る
前
段
階
の
方

の
相
談
を
受
け
、
労
働
が
で
き
る
状
態

に
導
く
等
の
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行

っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

住
居
確
保
給
付
金
の
増
額
と
い

う
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
訳
は

10
月
分
ま
で
の
給
付
金
が
支
給

で
き
る
よ
う
に
計
上
す
る
も
の

で
、
33
件
を
想
定
し
て
い
る
。

住
居
確
保
給
付
金
に
つ
い
て
は

当
初
予
算
に
も
計
上
さ
れ
て
い

る
が
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
。
ま
た
不
足

す
る
可
能
性
は
な
い
か

現
在
12
件
の
申
請
を
受
け
付
け

て
い
る
。
月
５
人
程
度
を
想
定

し
て
い
る
が
、
必
要
で
あ
れ
ば
再
度
の

補
正
に
よ
る
対
応
を
お
願
い
す
る
。

災
害
対
策
費

　
　
　

４
５
７
１
万
１
０
０
０
円
増
額

今
回
購
入
の
備
品
、
消
耗
品
に

つ
い
て
は
、
市
内
す
べ
て
の
避

難
所
を
対
象
と
し
網
羅
し
て
い
る
か

現
在
40
カ
所
あ
る
指
定
避
難
所

の
う
ち
、
今
回
は
相
良
地
区
２

カ
所
、
榛
原
地
区
２
カ
所
を
補
う
も
の

で
あ
る
。
今
後
も
随
時
購
入
し
て
い
く

予
定
。

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ�

Ｏ
Ｎ�

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ａ

Ｒ
Ａ
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
業
務
委
託
料

１
５
０
０
万
円
増
額

山
梨
県
民
お
よ
び
県
内
の
方
へ

の
宿
泊
助
成
と
の
こ
と
だ
が
、

他
県
に
住
む
本
市
フ
ァ
ン
へ
の
影
響
は

今
回
は
感
染
拡
大
の
影
響
を
考

慮
し
つ
つ
こ
れ
ま
で
の
交
流
の

経
緯
か
ら
区
域
を
限
定
し
た
。

国
が
こ
の
夏
か
ら
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」と
の
兼
ね
合
い
は

現
時
点
に
お
い
て
は
ま
だ
制
度

全
体
が
見
え
て
い
な
い
こ
と
も

あ
り
、
市
と
し
て
判
断
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
。
今
後
宿
泊
業
者
と
も
協
議
し

検
討
し
て
い
く
。

問

問問

問問

問

問

問

問

問問

問

答

答答

答答

答

答

答

答

答答

答

今
後
の
市
政
運
営
は

総
合
案
内
窓
口
の
設
置
は

相
談
窓
口
と
担
当
課
と
の
連
携
は

５
億
１
６
４
２
万
３
０
０
０
円
を
増
額

し
、
予
算
額
を
２
６
６
億
５
６
０
５
万

５
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
な

ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

国
も
２
兆
円
の
二
次
補
正
を
行

う
。
活
用
で
き
る
も
の
は
活
用

し
、
歳
出
の
抑
制
、
財
政
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
の
抑
制
に
努
め
て
い
く
。

国
・
県
・
市
と
コ
ロ
ナ
対
策
支

援
制
度
が
多
岐
に
わ
た
る
。
す

べ
て
の
市
民
に
支
援
が
行
き
届
く
こ
と

が
大
事
で
総
合
案
内
窓
口
を
設
置
す
べ

き

現
状
は
代
表
電
話
で
受
け
付
け

し
担
当
課
へ
案
内
し
て
い
る
。

総
合
的
に
相
談
し
た
い
市
民
も
い
る
と

思
わ
れ
る
の
で
検
討
す
る
。

支
援
が
必
要
な
当
事
者
に
対
し
、

適
時
適
切
に
行
き
届
い
て
い
る

か
。
ま
た
相
談
窓
口
と
担
当
課
と
の
連

携
は
図
れ
て
い
る
か

今
後
と
も
臨
機
応
変
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。
窓
口
対
応
だ
け

で
戸
惑
っ
て
し
ま
う
と
い
う
よ
う
な
こ

と
も
起
き
て
い
る
が
、
落
ち
度
が
な
い

よ
う
な
形
で
連
携
し
て
い
る
。

問

問

問 答

答

答 一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

エアコンの改修を行う萩間公民館

設置された総合案内窓口。
相談先が分からないときはここへ！

避難所が開設された際には、
間仕切り等による感染防止対策が求められる

募
集
開
始
後
早
々
に
予
算
上
限
に
達
し
た

宿
泊
助
成
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
各
国
に
ま
ん
延
し
猛

威
を
振
る
い
、
我
が
国
に
お
い
て
も
人
々
に
大
き
な

不
安
を
与
え
、
長
期
に
わ
た
る
学
校
の
休
校
や
市
内

す
べ
て
の
事
業
者
が
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。

事
業
継
続
と
復
興
に
向
け
た
支
援
体
制
と
誘
客
施
策
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
な
ど
社
会
構
造
の
変
化

に
追
随
で
き
る
施
策
が
必
要
だ
。

災
害
時
要
配
慮
者
の
対
応

は県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
案
）

の
避
難
所
レ
イ
ア
ウ
ト
で

は
、
受
付
時
に
濃
厚
接
触
者
、
妊

産
婦
、
発
熱
者
、
一
般
避
難
者
と

い
う
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
よ

う
に
設
定
が
さ
れ
て
お
り
、
専
用

ス
ペ
ー
ス
内
に
お
い
て
も
間
仕
切

り
等
の
設
置
を
行
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。福

祉
避
難
所
の
施
設
内
感

染
を
防
ぐ
方
法
は

手
洗
い
、
マ
ス
ク
な
ど
の

基
本
的
な
感
染
症
対
策
の

徹
底
お
よ
び
定
期
的
な
清
掃
、
十

分
な
換
気
を
行
い
、
避
難
者
が
十

分
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
る
よ

う
留
意
し
た
上
で
の
受
け
入
れ
を

お
願
い
し
て
い
く
。

ラ
ス
タ
ー
の
発
生
予
防
を
図
っ
て

い
く
。

指
定
避
難
所
は
現
在
指
定

さ
れ
て
い
る
場
所
以
外
に

も
想
定
し
て
い
る
の
か

１
０
０
０
年
に
１
回
来
る

か
も
し
れ
な
い
レ
ベ
ル
２

の
津
波
の
場
合
、
サ
ブ
避
難
所
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
そ

の
場
合
、
福
祉
避
難
所
や
旅
館
、

テ
ン
ト
村
、
車
中
泊
村
な
ど
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。

い
ろ
ん
な
立
場
の
人
を
招

い
て
の
訓
練
や
研
修
会
の

予
定
は

避
難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
策
定
後
、
各
自
主
防
災

組
織
等
へ
の
説
明
会
を
実
施
し
、

医
師
や
病
院
関
係
者
、
保
健
所
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
た
ち
に

呼
び
か
け
を
行
い
、
訓
練
や
研
修

会
等
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

具
体
的
な
衛
生
環
境
対
策

は避
難
所
受
付
時
に
体
温
チ

ェ
ッ
ク
や
問
診
等
に
お
け

る
健
康
状
態
の
確
認
を
行
い
、
施

設
内
で
は
、
避
難
者
ス
ペ
ー
ス
へ

の
間
仕
切
り
の
設
置
や
換
気
等
を

行
い
、
三
密
を
避
け
る
こ
と
で
ク

持
続
化
給
付
金
、
雇
用
調

整
助
成
金
、
農
業
支
援
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
支
援
拡
充
や
新

制
度
が
で
き
た
。
支
援
策
が
当
事

者
に
確
実
に
行
き
届
く
よ
う
説
明

会
や
相
談
窓
口
を
設
け
、
確
実
な

周
知
と
活
用
が
重
要
だ

積
極
的
活
用
を
し
て
も
ら

う
べ
く
漏
れ
の
な
い
よ
う

周
知
し
、
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
て
早
急
に
申
請

を
支
援
す
る
。

経
済
回
復
ま
で
に
は
時
間

を
要
す
る
。
今
後
の
支
援

施
策
は

小
口
特
別
資
金
利
子
補
給
、

販
路
拡
大
な
ど
の
支
援
補

助
事
業
を
実
施
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
発
行
お
よ
び
宿
泊
助
成
事

業
等
を
実
施
す
る
。

問問問

問問

問問

答答答

答答

答答

濵﨑 一輝植田 博巳
質問の様子はこちら質問の様子はこちら

−動画配信中！− −動画配信中！− 

コ
ロ
ナ
感
染
症
ま
ん
延
時

の
避
難
所
運
営
方
針
は

県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参

考
に
し
な
が
ら
も
、
市
役

所
内
お
よ
び
関
係
者
と
協
議
を
し
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
の
前
ま
で
に
は
示

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
早
急
に
策

定
し
て
い
く
。

問答

避難所の感染症対策新型コロナウイルス後の諸施策

自
粛
や
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

の
中
止
に
よ
り
、
宿
泊
・

観
光
業
は
３
月
か
ら
客
数
ゼ
ロ
で

あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
の

誘
致
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
集

客
の
施
策
は

関
係
者
と
連
携
し
て
誘
客

や
各
種
大
会
の
誘
致
を
進

め
、
食
、
文
化
、
体
験
型
を
観
光

の
核
と
し
て
国
県
市
の
宿
泊
助
成

を
周
知
し
、
通
年
型
の
誘
客
を
目

指
す
。

海
水
浴
場
の
開
設
中
止
に

よ
り
、
毎
年
40
万
人
余
の

入
込
客
が
今
年
は
見
込
め
な
い
。

海
水
浴
場
に
桟
橋
を
設
け
、
ビ
ー

チ
パ
ー
ク
化
す
る
な
ど
年
間
を
通

じ
て
誘
客
で
き
る
他
に
な
い
魅
力

あ
る
海
岸
を
官
民
連
携
で
目
指
す

こ
と
が
必
要
だ

年
間
を
通
じ
た
誘
客
に
つ

な
が
り
活
性
化
が
見
込
め

る
。
市
が
魅
力
を
発
信
し
事
業
者

に
興
味
を
示
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
。

テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
在
宅

勤
務
な
ど
働
き
方
が
変
化

し
て
く
る
。
景
観
が
良
く
子
育
て

に
は
最
適
な
当
市
へ
首
都
圏
か
ら

移
住
定
住
促
進
の
チ
ャ
ン
ス
だ
が

市
の
魅
力
や
移
住
定
住
施

策
を
積
極
的
に
発
信
し
移

住
定
住
支
援
を
行
う
。

学
校
が
長
期
休
業
と
な
り
、

ま
た
今
後
も
感
染
が
懸
念

さ
れ
る
。
こ
の
リ
ス
ク
対
応
と
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
必
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
実
施
に
向
け
た

計
画
は
あ
る
か

端
末
環
境
が
整
っ
て
い
な

い
家
庭
は
全
体
の
１
％
で

約
20
軒
、
ス
マ
ホ
の
み
が
18
％
。

端
末
支
援
方
法
、
効
果
的
な
配
信

方
法
な
ど
考
え
計
画
を
立
て
進
め

る
。

問

問

問

問

答

答

答

答

全
国
で
緊
急
事
態
宣
言
お
よ
び
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
も
解
除
さ
れ
た
こ
と
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
が
よ
り
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
加
え
て
、
こ

れ
か
ら
迎
え
る
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
は
、
大
雨
に
よ
る
豪
雨
災
害
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
く
、
震
災
に
関
し
て
は
い
つ
何
時
来
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
下
で

あ
る
。
も
し
、
今
こ
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
人
が
避
難
所
生
活
を

送
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
っ
て
い
く
の
か
、

感
染
症
ま
ん
延
時
の
災
害
に
よ
る
避
難
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

一般質問一般質問
市政を問う!! 市政を問う!! 

避難所受け付けでのトリアージが
感染症拡大を抑制する

多岐にわたる新型コロナウイルス
支援制度の相談総合窓口の設置を

誰もいない海水浴場を
年間通して集客できる海岸に
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一般質問一般質問平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
予
想
さ
れ
る
巨
大
地
震
の
被

害
想
定
を
踏
ま
え
県
は
、「
静
岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
」を
策
定
。
そ
の
中
で
、
Ｌ

２
の
巨
大
地
震
発
生
時
、
市
で
は
、
最
大
震
度
７
に
よ
り
、
16
分
後
に
は
最
大
14
ｍ
の

津
波
到
達
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
津
波
の
浸
水
面
積
は
10
・
８
ｋ
㎡
に
の
ぼ
り
、
そ
の

う
ち
の
約
70
％
近
く
の
７
・
４
ｋ
㎡
が
２
ｍ
以
上
の
浸
水
と
な
る
と
想
定
さ
れ
、
死
者

１
４
０
０
０
人
と
い
う
甚
大
な
被
害
が
出
る
と
予
想
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
で
は
、

人
命
を
守
る
こ
と
を
最
も
重
視
し
、「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」に
よ
る
被
害
の
軽
減
、
ま

た
住
民
一
人
ひ
と
り
が
確
実
に
安
全
な
場
所
へ
と
避
難
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

そ
こ
で
以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
る
休
校
措
置

が
終
わ
り
、
令
和
２
年
６
月
１
日
、
待
ち
に

待
っ
た
新
学
期
が
始
ま
っ
た
。
学
校
に
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
が
戻
っ
て
き
た
こ
と
に
ひ
と

ま
ず
安
堵
す
る
も
の
の
、
も
た
ら
さ
れ
た
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
。
今
回
は
文
科
省
に
よ

る
通
知
を
も
と
に「
衛
生
管
理
」「
学
び
の
保

障
」お
よ
び「
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
活
用
」の
３
つ
に
つ
い

て
お
聞
き
す
る
。

国
に
よ
る「
衛
生
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル（
学
校
の
新
し

い
生
活
様
式
）」に
あ
る
身
体
的
距

離
の
確
保
は

面
積
あ
た
り
の
人
数
が
最

も
多
い
学
級
に
お
い
て
も
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
拠
し
た
距
離
が

確
保
で
き
て
い
る
。

教
育
委
員
会
が
果
た
す
べ

き
役
割
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
の
部
局
で
は
、

広
域
的
対
応
や
県
医
師
会

と
の
情
報
共
有
、
連
携
を
し
て
い

る
。
各
種
検
診
や
予
防
接
種
等
の

実
施
時
期
な
ど
、
具
体
的
な
も
の

に
つ
い
て
は
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
必
要
な
た
め
、
教
育
委
員
会

が
直
接
、
医
師
会
・
薬
剤
師
会
と

協
議
検
討
し
、
各
校
に
指
示
を
し

て
い
る
。

令
和
元
年
度
の
補
正
予
算

で
今
年
度
中
に
各
校
へ

の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る
。

ま
た
１
人
１
台
端
末
に
つ
い
て
も

今
年
し
か
チ
ャ
ン
ス
は
な
い
と
思

わ
れ
、
確
実
に
や
る
と
い
う
方
針

を
固
め
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
っ
て
い
な
い
家
庭
が
数
少
な
い

と
い
う
こ
と
が
調
査
で
わ
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
事
業
費
が
ど
れ
く

ら
い
か
か
る
か
を
把
握
し
た
上
で

適
切
な
事
業
執
行
を
す
べ
き
。
教

育
費
の
優
先
順
位
は
高
い
と
い
う

見
解
だ
。

「
学
び
の
保
障
」に
つ
い
て

「
学
校
再
開
プ
ラ
ン
」に
基

づ
き
、
夏
季
休
業
の
短
縮

や
１
日
あ
た
り
の
授
業
時
数
の
増
、

行
事
の
見
直
し
を
し
つ
つ
、
当
年

度
必
要
な
授
業
を
履
修
で
き
る
よ

う
ギ
リ
ギ
リ
で
は
あ
る
が
確
保
で

き
た
。
第
２
波
、
第
３
波
が
こ
な

け
れ
ば
、
翌
年
度
に
授
業
を
持
ち

越
し
た
り
、
内
容
を
絞
っ
た
授
業

の
重
点
化
を
し
な
く
て
も
す
む
と

考
え
る
。「

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
積
極
的
活
用
」

に
向
け
、
ネ
ッ
ト
環
境
が

な
い
家
庭
へ
の
支
援
を
す
る
と
な

る
と
予
算
が
い
く
ら
か
か
る
か
を

試
算
す
る
こ
と
、
ま
た
端
末
の
持

ち
帰
り
を
可
能
と
す
る
こ
と
も
検

討
す
べ
き
。
令
和
２
年
度
予
算
に

関
し
て
、
議
会
か
ら
は「
緊
急
性

の
高
い
事
業
等
に
優
先
順
位
を
つ

け
執
行
す
る
」よ
う
附
帯
決
議
を

し
た
。
教
育
費
に
対
す
る
優
先
度

は

災
害
時
、
要
配
慮
者
が
安

全
迅
速
に
避
難
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
大
規
模

な
津
波
が
発
生
し
た
場
合
、
要
配

慮
者
が
限
ら
れ
た
時
間
内
に
避
難

す
る
個
別
避
難
計
画
は
、
誰
が
、

ど
の
よ
う
な
形
で
行
う
の
か

計
画
の
中
で
は
親
戚
や
近

所
の
方
あ
る
い
は
自
主
防

災
組
織
の
方
が
避
難
支
援
者
に
指

定
さ
れ
、
避
難
支
援
を
行
う
。
避

難
方
法
等
は
要
配
慮
者
ご
と
に
状

況
が
異
な
り
、
個
別
計
画
で
避
難

誘
導
時
や
避
難
先
の
具
体
的
留
意

事
項
を
記
載
し
て
い
る
。
な
お
、

計
画
は
年
１
回
見
直
し
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
新
規
登
録
や
更
新
等

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
防

災
訓
練
時
に
安
否
確
認
お
よ
び
避

難
訓
練
の
実
施
を
各
防
災
組
織
に

お
願
い
し
、
実
効
性
の
あ
る
個
別

計
画
の
運
用
に
努
め
て
い
る
。

市
民
の
命
を
守
り
、
避
難

時
間
を
稼
ぐ
Ｌ
１
防
潮
堤

の
整
備
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
が
、

ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
る
と
は
言
え
な

い
。
現
状
の
予
想
完
成
時
期
と
工

事
完
了
を
早
め
る（
秘
策
的
）対
策

は
考
え
て
い
る
の
か

今
年
度
末
ま
で
に
全
体
の

25
％
ほ
ど
が
完
成
す
る
予

定
。
全
体
の
完
成
時
期
は
、
国
、

県
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
早
期
の
完

成
を
目
指
す
が
予
算
状
況
も
あ
り

現
時
点
で
明
確
に
で
き
な
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
秘
策
は
な
い
が
、

国
、
県
に
早
期
整
備
の
要
望
を
精

力
的
に
行
っ
て
き
た
結
果
、
本
年

度
７
億
円
を
超
え
る
予
算
が
つ
い

た
。
今
後
も
要
望
活
動
を
継
続
し

市
民
の
思
い
を
届
け
、
早
期
完
成

を
目
指
し
て
い
く
。

問問

問問

問

問

答答

答

答答

答

平口 朋彦原口 康之
質問の様子はこちら質問の様子はこちら

−動画配信中！− −動画配信中！− 

整備中のＬ１防潮堤

コロナ禍に対する教育現場の対応危機管理体制について

文科省の学校における
「衛生管理マニュアル」

牧之原減災計画

運動会や修学旅行などの
学校行事はどうなる？
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一般質問一般質問
南
海
ト
ラ
フ
以
外
の
駿
河
湾
内「
海
底
地
滑
り
」が
発
生
し
た
場
合
、
３
分
で
10
ｍ

を
超
え
る
津
波
の
到
達
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
今
の
防
潮
堤
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
現
在
、
近
隣
自
治
体
に
お
い
て
建
設
中
の
防
潮
堤
の
高
さ

「
11
・
５
ｍ
」で
あ
れ
ば
、
仮
に「
地
滑
り
津
波
」が
起
き
て
も
高
台
へ
避
難
す
る
時

間
的
余
裕
を
生
み
、
ま
た
住
民
の
財
産
へ
の
被
害
も
軽
減
さ
れ
る
と
考
え
る
。
こ

の
よ
う
な
工
事
を
実
施
す
る
た
め
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
地
方
の
財
源
は
厳
し
く
な

っ
て
お
り
、
予
算
確
保
は
国
、
県
に
頼
る
ほ
か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

静
波
、
鹿
島
、
片
浜
地
区

で
は
30
㎝
～
40
㎝
の
か
さ

上
げ
工
事
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ

で
安
全
な
の
か

レ
ベ
ル
１
津
波
に
対
し
て

は
安
全
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
レ
ベ
ル
１
を
超
え
る
津
波

に
対
し
て
壊
れ
に
く
い
構
造
に
す

る
た
め
の
裏
側
管
理
道
の
補
強
工

事
は
、
今
年
度
は
静
波
地
区
、
鹿

島
・
片
浜
地
区
は
令
和
３
年
度
以

降
に
実
施
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

近
隣
自
治
体
で
施
工
し
て

い
る
11
・
５
ｍ
の
高
さ
の

防
潮
堤
と
細
江
地
区
の
堤
防
と
の

整
合
性
はレ

ベ
ル
２
津
波
に
対
す
る

防
潮
堤
の
整
備
は
県
の
方

針
に
よ
り
市
町
ご
と
に
考
え
方
を

示
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
本
市

と
し
て
は
、
細
江
海
岸
で
は
地
盤

沈
下
と
せ
り
上
が
り
を
考
慮
し
津

波
の
浸
水
を
許
容
し
な
い
高
さ
か

ら
２
ｍ
下
げ
た
海
抜
９
ｍ
の
高
さ

で
の
整
備
の
効
果
が
高
い
と
考
え

て
い
る
。
同
海
岸
は
所
管
で
あ
る

国
土
交
通
省
が
今
年
度
か
ら
レ
ベ

ル
１
防
潮
堤
の
工
事
に
着
手
す
る

と
聞
い
て
お
り
、
国
の
工
事
が
完

了
次
第
レ
ベ
ル
２
工
事
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。

レ
ベ
ル
２
の
防
潮
堤
の
工

事
費
の
財
源
確
保
に
つ
い

て
市
の
方
針
は

国
、
県
等
の
補
助
制
度
は

な
い
が
、
企
業
や
市
民
か

ら
の
寄
付
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
の
活
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
検

討
を
進
め
て
い
く
。

市
長
が「
駿
河
湾
内
の
地

域
の
沿
岸
７
市
４
町
の
リ

ー
ダ
ー
」と
な
り
、
国
、
県
へ
要

望
に
い
く
ア
イ
デ
ア
を
含
め
、
今

後
の
対
応
は

共
通
す
る
の
で
あ
れ
ば
沿

岸
部
の
首
長
と
一
緒
に
要

望
に
伺
う
。
市
整
備
分
で
は
こ
れ

ま
で
何
回
も
要
望
に
伺
っ
て
お
り
、

今
後
も
さ
ら
に
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

問問

問

答

答答

答

吉田 富士雄
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

防潮堤整備と近隣自治体の整合性
ゼロ・ウェイスト政策を求める

県
が
令
和
２
年
度
と
３
年
度
に
か
け
て
、
ご
み
処

理
の
広
域
化
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

御
前
崎
市
、
吉
田
町
、
牧
之
原
市
の
２
市
１
町
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
整
理
、
検
討
し
て

い
く
と
の
説
明
が
市
長
よ
り
あ
っ
た
。
ゼ
ロ
・
ウ

ェ
イ
ス
ト（
ご
み
ゼ
ロ
）の
視
点
か
ら
質
問
す
る
。

県
に
よ
る
ご
み
処
理
の
広

域
化
計
画
策
定
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
枠
組
み
で
ど
の
よ
う

に
協
議
し
て
い
く
の
か

合
併
当
時
か
ら
の
課
題
で

あ
る
１
市
２
制
度
を
是
正

す
る
良
い
機
会
と
捉
え
、
御
前
崎

市
と
吉
田
町
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
本
市
が
中
心
と
な
っ
て
対
応

し
て
い
く
。

新
た
に
焼
却
施
設
を
建
設

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
か仮

に
２
つ
の
広
域
施
設
組

合
の
ど
ち
ら
か
の
炉
が
ま

だ
ま
だ
使
え
る
場
合
、
い
ず
れ
か

一
つ
に
集
約
す
る
こ
と
も
選
択
肢

で
あ
る
。
ご
み
処
理
費
を
考
え
て

も
そ
の
ほ
う
が
効
率
的
で
は
な
い

次
期
処
理
施
設
の
更
新
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
考

え
か

焼
却
炉
メ
ー
カ
ー
と
の
検

討
で
は
、
施
設
の
更
新
だ

け
で
な
く
、
施
設
の
長
寿
命
化
な

ど
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
け
ば
、
既
存
の
焼
却
施
設
の
延

命
化
を
図
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

と
回
答
を
得
て
い
る
。

か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
２
市
１

町
で
、
し
っ
か
り
と
研
究
、
検
討

を
し
て
、
最
適
な
方
法
を
考
え
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

10
年
後
の
ご
み
量
、
あ
る

い
は
20
年
後
の
ご
み
量
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
政
策
、
具
体

的
な
目
標
を
立
て
る
こ
と
や
施
策

を
講
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、私（
市

長
）も
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

問問 問

問

答答答

答

大石 和央
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

焼
却
ご
み
の
中
身
は
お
お

む
ね
紙
・
布
類
が
半
分
を

占
め
、
木
・
竹
・
わ
ら
類
２
割
、

厨
芥
類
１
割
で
あ
る
。
紙
・
布
類

は
さ
ら
な
る
分
別
、
木
・
竹
は
チ

ッ
プ
化
、
堆
肥
化
し
資
源
に
す
る
。

生
ご
み
は
、
民
間
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
原
料
に
す
る
。
そ
れ
で
３

割
の
ご
み
削
減
は
可
能
な
は
ず
で

あ
り
、
ま
ず
は
政
策
化
が
重
要
で

は
な
い
か

な
ら
ば
、
ご
み
減
量
化
・

数
値
化
に
は
市
民
等
の
協

力
が
欠
か
せ
な
い
。
計
画
を
立
て

る
協
議
の
場
が
必
要
で
は
な
い
か

市
の
環
境
審
議
会
等
を
含

め
た
中
で
、
し
っ
か
り
ご

み
減
量
に
つ
い
て
検
討
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

問答

環境保全センター

○
そ
の
他
の
質
問

　
農
業
の
課
題
に
つ
い
て

かさ上げされた境川付近の防潮堤

かさ上げされた片浜地区の防潮堤
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一般質問一般質問
国
内
外
を
問
わ
ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
未
曾
有
の
苦
境
の
中
に
あ

る
。
牧
之
原
市
も
市
民
の
生
活
や
生
業
に

お
い
て
制
約
を
受
け
て
い
る
。
第
２
、
３

波
が
必
ず
来
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
市
は

継
続
的
に
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

個
人
の
生
活
へ
の
支
援
策

や
扱
い
件
数
は

社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活

相
談
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
、

住
居
確
保
給
付
金
、
緊
急
小
口
資

金
な
ど
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
民
生
委
員
の
活
動
も
再
開
し

て
い
く
が
、
申
し
出
に
よ
る
相
談

受
け
付
け
を
し
て
生
活
困
窮
者
を

把
握
す
る
。
ひ
と
り
親
世
帯
で
は

94
件
の
相
談
、
食
料
支
援
は
21
件

あ
っ
た
。
外
国
人
も
40
件
ほ
ど
の

相
談
が
あ
る
。
今
後
も
新
た
な
給

付
金
制
度
や
低
所
得
な
ひ
と
り
親

世
帯
へ
の
給
付
金
な
ど
予
定
し
て

い
る
。

社
協
が
扱
う
緊
急
小
口
資

金（
特
例
貸
付
）の
利
用
状

況
は

３
月
か
ら
の
貸
付
件
数
は

24
件
。
申
請
か
ら
給
付
ま

で
約
２
週
間
で
あ
る
。

税
金
の
延
納
等
の
支
援
策

は徴
税
の
特
例
措
置
も
広
報

し
、
猶
予
申
請
が
速
や
か

に
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
猶
予
に

つ
い
て
現
在
24
件
の
相
談
が
あ
る
。

国
保
税
の
減
免
に
つ
い
て
の
運
用

も
早
期
に
行
い
た
い
。

事
業
者
等
へ
の
支
援
に
つ

い
て

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度
の

広
報
を
し
て
い
る
。
持
続

化
給
付
金
の
受
け
付
け
、
予
約
は

現
在
ま
で
３
カ
所
の
申
請
支
援
窓

口
で
計
69
件
。
休
業
要
請
協
力
金

は
１
９
１
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。

市
単
独
で
の
小
・
零
細
業

者
を
支
援
す
る
制
度
創
設

等
あ
る
か

現
在
、
小
口
特
別
資
金
利

子
補
給
制
度
、
持
続
的
販

路
拡
大
支
援
事
業
補
助
制
度
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
商
工
会
員
で

あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
加
盟

店
で
利
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
、
宿
泊
助
成
事
業

を
予
定
し
て
い
る
。
農
業
者
へ
の

支
援
と
し
て
Ｊ
Ａ
ハ
イ
ナ
ン
と
連

携
し
た
次
期
作
事
業
も
あ
る
。
国

の
雇
用
調
整
助
成
金
は
増
額
、
期

間
の
延
長
な
ど
、
拡
充
さ
れ
る
。

介
護
施
設
経
営
の
現
況
と

支
援
体
制
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
か

若
干
の
施
設
利
用
者
の
自

粛
は
あ
っ
た
が
、
事
業
所

の
休
業
や
サ
ー
ビ
ス
縮
小
は
な
か

っ
た
。
感
染
防
止
対
策
を
施
し
事

業
継
続
さ
れ
た
。
マ
ス
ク
や
消
毒

液
が
入
手
し
に
く
い
こ
と
も
あ
り

市
が
支
援
し
た
。
今
後
感
染
症
の

第
２
波
に
対
す
る
備
蓄
を
進
め
る
。

問

問問問問

問

答

答答答

答答

藤野　守
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

コロナ禍、市は住民の生活を守れ相良油田の魅力の掘り起し

相
良
油
田
は
、
日
本
の
太
平
洋
岸
で
唯
一
の
産
油

地
で
あ
り
、
１
８
７
２
年
に
発
見
さ
れ
翌
年
の
１

８
７
３
年
よ
り
採
油
が
始
ま
っ
た
日
本
最
古
の
油

田
で
あ
る
。
相
良
油
田
の
石
油
は
純
度
が
高
く
簡

単
に
ろ
過
す
る
だ
け
で
脱
穀
機
や
発
動
機
や
バ
イ

ク
な
ど
走
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し

残
念
な
が
ら
採
油
量
が
伸
び
な
い
こ
と
か
ら
１
９

５
５
年
昭
和
30
年
に
採
油
事
業
は
幕
を
下
ろ
し
た
。

相
良
油
田
の
整
備
、
開
発

に
つ
い
て

相
良
油
田
の
油
井
に
つ
い

て
は
静
岡
県
の
指
定
文
化

財
に
も
登
録
さ
れ
、
現
在
も
少
量

で
は
あ
る
が
石
油
が
染
み
出
て
お

り
、
こ
の
地
域
で
石
油
が
採
油
さ

れ
て
い
た
証
が
確
認
で
き
る
。
こ

の
油
井
に
は
、
油
田
の
里
公
園
お

よ
び
相
良
油
田
観
光
く
り
園
が
隣

接
し
て
お
り
、
季
節
ご
と
に
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
、
大
変
に
ぎ
わ

っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
ま
ず

県
指
定
文
化
財
の
油
井
の
維
持
保

全
お
よ
び
公
園
の
管
理
に
努
め
て

い
く
。
こ
の
油
井
跡
は
私
有
地
に

あ
り
畑
の
中
に
石
油
抗
の
名
残
の

鉄
管
が
あ
る
の
み
で
用
地
の
取
得

や
整
備
費
用
な
ど
の
課
題
も
多
い

こ
と
か
ら
、
観
光
事
業
に
お
い
て
、

地
区
内
の
石
油
関
連
史
跡
な
ど
を

巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し

て
案
内
看
板
な
ど
の
整
備
を
検
討

す
る
。

相
良
油
田
を
活
用
し
た
観

光
事
業
の
見
解
に
つ
い
て

公
園
内
に
は
油
田
の
歴
史

が
学
べ
る
資
料
館
を
設
置

し
相
良
油
田
で
採
れ
た
原
油
や
手

掘
り
小
屋
内
部
の
ジ
オ
ラ
マ
、
油

田
周
辺
の
地
形
模
型
な
ど
を
展
示

し
て
い
る
。
ま
た
管
理
人
が
常
駐

し
、
資
料
説
明
も
行
っ
て
い
る
。

公
園
内
に
は
復
元
し
た
油
井
小

屋
、
芝
生
広
場
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ガ
ー
デ
ン
お
よ
び
遊
具
な
ど
も
あ

り
、
日
ご
ろ
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
が
楽

し
め
、
市
内
の
公
園
の
中
で
も
来

園
者
も
多
く
多
目
的
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
２
年
前
に
は
人
気

漫
画
雑
誌『
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』に
連

載
さ
れ
て
い
る「
Ｄ
ｒ
． 

Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｎ
Ｅ（
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ー
ン
）」に

相
良
油
田
が
実
名
で
登
場
し
た
こ

と
か
ら
、
若
い
世
代
の
見
学
者
も

増
加
し
て
い
る
。
今
後
、
ア
ニ
メ

化
の
第
２
期
の
放
送
予
定
も
あ
る

と
聞
い
て
お
り
、
こ
れ
が
実
現
す

れ
ば
絶
好
の
誘
客
の
機
会
と
な
る

た
め
、
そ
れ
に
向
け
た
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

問

答

答

澤田 隆弘  
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

かつての姿で復元された井戸掘小屋

当時の風景

さまざまな対コロナ感染症の施策
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提言書提言書のその後を検証！追跡！
追跡！

これまでに市議会（委員会）から市長へ提言したものについて、その後、市政にどのよ
うに生かされているのか検証します。

令和元年度から、静岡牧之原茶のブランド化や品質向上の取り組
みを支援するため、全国茶品評会の上位入賞者への奨励金の交付
や、各種コンクールへの出品費用の一部を助成している。また、
お茶以外の農産物や食品・工業製品などについても、品評会やコ
ンテスト等に挑戦する事業者の支援について検討していく。

平成30年度から、医療機関から送付される５月、11月調剤分の「診療報
酬明細書」をもとにジェネリック医薬品に切り替えることで差額が生じ
る方を対象に年２回「後発医薬品差額通知」を送付している。平成30年
度は計1,644通、令和元年度は計1,289通を発送した。

ハイナン農協と商工会が新たな商品の開発とブランド化に
取り組んでいる。ブランド化事業を推進するうえで、市独
自のブラッシュアップ支援やブランド認定の制度を設け、
地域ブランドとしての価値を高める支援の検討をすること。

○市場競争力の高い商品開発とブランド化の
　取り組み（平成29年提出）

市民が負担する国民健康保険税の上昇を抑制する手段として、
より低額なジェネリック医薬品の使用促進が挙げられる。自己
負担の軽減にもつながることから、使用促進に向け、「利用差
額通知」などの事業について検討すること。

○ジェネリック医薬品の使用について
　（平成26年提出）

市議会の新型コロナウイルス感染症市議会の新型コロナウイルス感染症
への対応を報告します！への対応を報告します！

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、市議会において実施している取り組みを報
告します。
新型コロナウイルス感染症の影響によりこれまでのような議会活動・議員活動が難しくなっていま
すが、市民の皆さまの生命と健康を守るため、これからも議員一丸となって対応していきます。

　新型コロナウイルス感染拡大の防止のために、
医療現場で自らの感染リスクと隣り合わせの中で
奮闘してくださっているすべての医療従事者の皆
さまに対し、拍手で感謝の気持ちを表しました。
　最前線で闘うすべての方への感謝の気持ちを忘
れず、一丸となってこの難局を乗り越えていきま
しょう。

○すべての医療従事者へ感謝を表しました

　市議会では、先進的な取り組みをして
いる自治体に出向き、その地域の行政・
経済・文化等の実情を把握する目的で行
政視察を行ってきました。また、同様に
他の自治体からの行政視察も受け入れて
きました。しかし、今年度につきまして
は、新型コロナウイルス感染症の影響を
考慮し、当面の間視察の実施および受け
入れを見合わせることとしています。今
後につきましては状況を鑑み、その可否
について検討していきます。

　令和２年７月豪雨により甚大な被害に見舞われて
いる人吉市に対し、災害派遣に赴く市職員を通じ、
牧之原市議会より義援金をお渡ししました。
　人吉市とは、鎌倉時代にこの地域一帯を治めてい
た相良氏が、幕府より与えられた肥後国球磨（現在
の人吉市周辺）に移ったという歴史的な背景により、
昭和34年ごろから交流が始まり、両市議会におい
ても相互に親睦を深めています。
　人吉市の皆さま方が１日でも早く日常を取り戻せ
るよう、市議会一同、心よりお祈りしています。

○行政視察を見合わせています
友好都市「熊本県人吉市」へ

義援金を送りました

　新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、市議
会の会議においては議員、当局職員ともに「マスクの着
用」「手指の消毒」等の感染防止対策を実施しています。
市民の皆さまも、会議の傍聴にお越しいただく際には感
染防止対策へのご協力をお願いします。なお、感染拡大
の状況によっては、傍聴の自粛をお願いさせていただく
場合があります。

○会議において感染防止対策を実施しています

傍聴席も間隔をあけています

動画は、「市議会HP」および
「市議会FB」にて視聴できます
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牧之原市議会定例会（一般質問等）については、ホームページに掲載されています。
「牧之原市議会だより」は再生紙を使用しています。
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月
定
例
会
号

令
和
２
年

第
59号

　

今
年
に
入
っ
て
地
域
、
国

内
そ
し
て
世
界
が
コ
ロ
ナ
禍

の
中
に
あ
り
ま
す
。
い
ま
だ

新
型
感
染
症
の
原
因
の
解
明

も
治
療
法
の
開
発
も
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の

生
活
は
健
康
、
命
、
生
業
に

つ
い
て
危
険
や
制
約
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

人
類
は
科
学
を
根
拠
と
し
て

多
く
の
厄
難
を
克
服
し
た
歴

史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
早
い

時
期
に
困
難
の
解
消
手
段
を

手
に
入
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
（
藤
野
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

濵
﨑　

一
輝

　

副
委
員
長　

原
口　

康
之

　

委
員　
　
　

藤
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平
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朋
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吉
田
富
士
雄

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

長
馬

編
集
後
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今号の表紙
【川崎小学校　手作りマスク贈呈】
明るく、楽しい学校生活を送っ
てもらおうと上級生は新１年生
に手作りのマスクをプレゼント
しました。

9月定例会の日程
議会を傍聴してみませんか

提案説明 
通告質疑

審議・採決

※決算連合審査会　9月23日、24日、25日

※17日は一般質問者数が
　13名以上の場合

9月１日（火）
11日（金）
15日（火）
16日（水）
17日（木）

10月５日（月）

一般質問｝

　令和２年６月１日に、議員全員で「地頭方原子力防災センタ
ー（愛称：ジーボ）」を視察しました。令和２年３月に完成し
たこの施設は、万が一中部電力浜岡原子力発電所の事故が発生
し緊急事態となった場合、要配慮者や介助者等が避難する際に、
福祉車両や受け入れ先などの準備が整い円滑に避難できるよう

になるまでの間被ばくのリス
クを下げながら安全に一時的
に避難するための施設です。当日は、防災課職員の説明を受
けながら施設内を回り、陽圧化装置（放射線物質処理後の正
常な空気を施設内に給気するもの）や鉛入りカーテンなどの
放射線を防護するためのさまざまな仕組みについて学びまし
た。

「第103回東海市議会議長会定期総会」において、本市議会の中野康子議長、
太田佳晴議員、澤田隆弘議員、良知義葊議員の４名が「永年にわたり議員と
して地方自治の振興に尽くした功績」により表彰されました。

地頭方原子力防災センターを視察しました！地頭方原子力防災センターを視察しました！

永年勤続
表　彰

傍聴する

市議会で行われている会議は
全て公開です。

録画配信を見る 

一般質問はいつでもご覧いた
だけます。

会議録を見る 

ホームページで本会議や委員会
の会議録を見ることができます。

もっと市議会を知ろう！

牧之原市　議会中継 検索 クリック


